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駅
を
歩
い
て
い
た
ら
日
光
東
照
宮
の
春

の
行
事
「
強
飯
式
」（
ご
う
は
ん
し
き
）

の
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。　

「
早
い
な
ァ　

今
年
も
も
う
四
月
か
」
と

随
分
昔
で
す
が
「
強
飯
式
」
を
見
物
に
出

掛
け
た
折
り
に
見
た
、
ま
ぶ
し
く
光
る
日

光
の
浅
緑
の
若
葉
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

強
飯
式
は
毎
年
四
月
二
日
に
東
照
宮
の

境
内
に
あ
る
三
仏
堂
で
行
わ
れ
る
修
験
道
の

神
事
で
す
。
別
名
日
光
責
め
と
も
い
う
の
で

す
が
、
堂
内
に
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
裃
姿
の
頂

戴
人
の
前
に
は
黒
塗
り
の
椀
に
一
升
の
米
飯

が
高
々
と
盛
り
上
げ
ら
れ
、
副
菜
と
し
て
生

大
根
、唐
辛
子
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

式
が
は
じ
ま
る
と
山
伏
姿
の
僧
が
激
し
い

口
調
で
式
の
由
来
の
口
上
を
述
べ
「
さ
あ

頂
け
、
さ
あ
頂
け
」
と
迫
り
ま
す
。
盛
岡
の

わ
ん
こ
蕎
麦
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
一
升
飯
を
食

べ
る
な
ど
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
話
で
、
頂

戴
人
は
一
時
間
ほ
ど
勘
弁
を
願
い
つ
づ
け
、

形
と
し
て
は
飯
に
は
手
を
つ
け
ず
椀
を
頭
上

に
か
か
げ
平
伏
し
て
終
わ
る
の
で
す
が
、
伝

承
に
よ
る
と
奈
良
時
代
に
始
ま
る
豊
作
を
祈

る
行
事
と
か
、
と
に
か
く
山
伏
の
迫
力
あ
る

責
め
の
中
に
も
、
な
ん
と
な
く
ユ
ー
モ
ア
も

感
じ
ら
れ
る
変
わ
っ
た
お
祭
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
照
宮
に
は
一
度
お
出
か

け
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
あ
の
お
宮
が
神
社
で
あ
る
こ
と
は
ご

存
じ
で
し
た
か
。

　

祭
神
は
徳
川
家
康
公
、
神
名
で
い
う
と

東
照
大
権
現
を
祭
る
れ
っ
き
と
し
た
神
社

で
、
明
治
の
昔
に
は
元
会
津
藩
主
の
松
平

容
保
公
や
家
老
の
西
郷
頼
母
が
宮
司
を
勧

め
た
事
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
私
た
ち
が
目
に
す
る
眩
い
ば
か
り

に
彩
ら
れ
た
豪
華
な
陽
明
門
や
当
時
の
名
工

た
ち
が
腕
を
き
そ
っ
た
匠
の
粋
と
も
い
う
べ

き
金
色
の
権
現
造
り
本
殿
な
ど
、
白
木
造
り

の
普
通
の
神
社
と
は
ま
っ
た
く
違
う
様
式
で

あ
る
事
と
、
す
ぐ
隣
り
に
輪
王
寺
の
壮
大
な

本
堂
が
あ
る
た
め
、
一
般
に
は
お
寺
の
印
象

で
参
詣
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。

　

東
照
宮
が
出
来
た
の
は
寛
永
十
三

（
１
６
３
６
）
年
、
三
代
将
軍
家
光
の
時

で
す
が
、
こ
の
造
営
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
家

康
、
秀
忠
、
家
光
の
三
代
将
軍
に
仕
え
た

天
海
大
僧
正
で
す
、
天
海
は
会
津
高
田
町

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
葦
名
氏
の
一
族
で
す

が
、
将
軍
家
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
受
け
、

仏
教
だ
け
で
な
く
幕
府
の
政
策
面
に
も
大

き
な
力
を
ふ
る
っ
た
傑
僧
で
す
。
い
ず
れ

改
め
て
ご
紹
介
致
し
ま
し
ょ
う
。

国
　
税

国
　
税

な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
は
、
4
月
1
日
現

在
に
お
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

　

申
請
す
る
場
合
は
、

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
等

 
・
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
印
鑑

 
・
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
家
族
が
運
転

す
る
旨
の
証
明
書
（
家
族
運
転
の
み
）

 

・
常
時
介
護
証
明
書
（
常
時
介
護
者
運
転

の
み
）

を
整
え
、
5
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、
最

寄
り
の
県
地
方
振
興
局
県
税
部
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
4
月
1
日
以
後
に
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
は
、
翌
年
の
2
月
ま
で

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請
日
に
応

じ
て
月
割
で
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
等
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄

り
の
県
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
（
県
庁 

税
務
課
）

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
計
算
誤

り
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
場
合
は
、
次
の
方
法
で
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
う
っ
か

り
し
て
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税
額

を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た

と
き
は
、「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、正
し
い
税
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税
額

を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納

め
る
税
額
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る

日
（
納
期
限
）
ま
で
に
延
滞
税
と
併
せ
て

納
め
て
く
だ
さ
い
。　

　

更
正
の
請
求
、
修
正
申
告
、
期
限
後
申

告
の
手
続
な
ど
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に

地
　
方
　
税

地
　
方
　
税
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第
三
十
六
回
通
常
総
会

と　

き　

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
四
日
（
月
）

午
後
三
時
二
〇
分
〜
（
予
定
）

と
こ
ろ　

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ  

※
詳
し
く
は
、
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

記
念
講
演
会
同
日
開
催
（
午
後
一
時
三
○
分
〜
午
後
三
時
）

演　

題

「
舞
台
裏
か
ら
見
た
政
治
・
経
済
」

講　

師

　

三み

た

ぞ

の

反
園　

訓
さ
と
し 

氏

　
（
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

　
　
〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

一
九
五
八
年　

鹿
児
島
県
指
宿
市
生
ま
れ
。

一
九
八
○
年　

早
稲
田
大
学
卒
業
、
テ
レ

ビ
朝
日
入
社
。

社
会
党
担
当
を
振
り
出
し
に
政
治
記
者

に
。

総
理
官
邸
、
自
民
党
担
当
時
代
に
は
、
金

丸
信
・
副
総
理
や
安
倍
晋
太
郎
幹
事
長
な

ど
主
要
な
政
治
家
を
担
当
。

そ
の
後
、
総
理
官
邸
、
自
民
党
、
外
務
、

防
衛
、大
蔵
各
省
庁
の
キ
ャ
ッ
プ
を
務
め
、

九
○
年
頃
か
ら
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
政
治
担
当
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し

て
政
治
・
政
局
動
向
の
解
説
に
当
た
る
。

ま
た
、
こ
の
間
、
中
曽
根
康
弘
総
理
か
ら

小
泉
純
一
郎
総
理
ま
で
歴
代
総
理
の
主
要

先
進
国
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
な
ど
に
同
行

す
る
な
ど
、
多
数
の
内
閣
・
与
野
党
要
人

の
海
外
同
行
取
材
歴
を
持
つ
。

「
や
じ
う
ま
プ
ラ
ス
」
や
「
ス
ー
パ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
」、「
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク
ル
」
に
も
出
演
中
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
公
共
経
営
研
究
科
講

師
（
非
常
勤
）

主
な
著
書

「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
政
治
記
者
奮

闘
記
」（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

「
総
理
大
臣
の
器
」（
講
談
社
）

　
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
」「
人
間
ド
ッ
ク
」
が
財

団
法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所
と
の
提
携
に
よ
り
受
診
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
ご
本
人
は
も
と
よ
り
企
業
経
営
の
た
め
に
も
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
安
心
を
得

ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
福
島
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp
://w

w
w
1
3
.o
c
n
.n
e
.jp
/̃fu
ku
h
o
 

を
ご
覧
下
さ
い
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
ん
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内 今後ともよろしくお願いします。

新入会員紹介新入会員紹介新入会員紹介
入会ありがとうございます。

新入会員（1月下旬～3月上旬入会）の皆さんをご紹介いたします。

㈱ゴダイ電気

㈲水野教材社

㈲MARS DESIGN

福島カントリー㈱

㈲リバティーベルカンノ　

長南工業㈲

弁護士法人ﾌﾞﾚｲﾝﾊｰﾄ法律事務所

（社）福島県整骨師会

星野商事㈱

㈱ウエストエステート

（福島市笹木野・電気工事業）

（福島市旭町・OA機器販売業）

（福島市南矢野目・広告代理業）

（福島市浜田町・ﾆﾝﾆｸ加工製造業）

（伊達郡川俣町・ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ業）

（福島市西中央・不動産貸付業）

（福島市大町・弁護士業）

（福島市小倉寺・整骨業）

（福島市町庭坂・サービス業）

（福島市入江町・不動産管理業）
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「
平
成
22
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
相
続
税
の
改
革
と
改
正
に
つ
い
て
」

「
平
成
22
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
相
続
税
の
改
革
と
改
正
に
つ
い
て
」

　

税
制
改
正
大
綱
に
は
政
府
税
制
調
査
会
の

改
革
の
方
向
性
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
今
後
の
相
続
税
の
方
向
性
と
平
成

22
年
４
月
１
日
以
降
の
改
正
点
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。

　

税
制
調
査
会
は
、
相
続
税
に
つ
い
て
、
バ

ブ
ル
期
の
地
価
急
騰
に
伴
い
、
相
続
税
の
対

象
者
が
急
増
し
た
こ
と
か
ら
、
基
礎
控
除
の

引
上
げ
や
小
規
模
宅
地
等
の
課
税
の
特
例
な

ど
拡
充
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
、
こ
れ

が
現
在
の
不
況
下
で
の
地
価
下
落
の
現
状
に

適
し
て
お
ら
ず
、
相
続
税
の
格
差
是
正
（
所

得
再
分
配
）
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
事

を
問
題
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
平
成

二
十
三
年
度
改
正
で
は
、
相
続
税
・
贈
与
税

の
基
本
構
造
改
革
を
行
う
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
法
人
等
を
利
用
し
た
租
税
回

避
の
対
応
も
行
う
よ
う
で
す
。

　

次
に
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
の
改
正

点
を
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

①
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
が
居
住
の
用
か

事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
土
地
を
相
続
人

が
申
告
期
限
（
亡
く
な
っ
て
か
ら
10
ヶ
月

以
内
）
ま
で
に
居
住
の
用
か
事
業
の
用
に

継
続
利
用
し
な
い
と
50
％
の
評
価
減
は
適

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
現
行
法
で
は

法
定
相
続
人
が
相
続
し
た
場
合
、
申
告
期

限
ま
で
に
土
地
を
売
却
し
て
も
50
％
評
価

減
の
特
例
が
適
用
で
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
自
宅
（
土

地
）
で
同
居
し
て
い
る
相
続
人
が
相
続
し

た
場
合
で
、
同
居
し
て
い
な
い
相
続
人
と

共
有
相
続
し
た
場
合
に
は
、
80
％
評
価
減

の
適
用
は
同
居
し
て
い
る
相
続
人
の
み
の

適
用
と
な
り
ま
す
。

③
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
自
宅
建
物
が

居
住
用
と
貸
付
用
と
に
分
か
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
自
宅
の
土
地
の
評
価
は
利
用
目

的
に
按
分
計
算
し
た
上
で
、
自
宅
部
分
の

み
80
％
の
評
価
減
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

現
行
法
で
は
、
例
え
ば
５
階
建
て
の
ビ
ル

の
最
上
階
を
居
住
用
と
し
た
場
合
、
居
住

用
は
１
／
５
で
す
が
、
一
棟
の
う
ち
一
部

屋
で
も
居
住
用
が
あ
れ
ば
そ
の
ビ
ル
全
体

の
敷
地
が
80
％
評
価
減
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
１
／
５
部

分
だ
け
80
％
評
価
減
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
小
規
模
宅
地
の
特
例
の
改
正
だ
け

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
相
続
税
は

増
税
の
方
向
性
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
す
。

相
続
税
の
対
策
は
早
い
う
ち
か
ら
は
じ
め
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

吉
田
寛
司

言
う
弱
点
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
数
十

年
前
、
環
境
保
護
が
叫
ば
れ
伐
採
禁
止
に

な
り
、
現
在

材
は
殆
ど
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。

　

小
生
、
実
は
六
年
ほ
ど
前
ま
で
、
生
き

て
い
る

を
見
た
こ
と
が
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
山
好
き
の
高
校
の
同
級
生
に
話

し
た
と
こ
ろ
、
山
形
県
小
国
町
の
飯
豊
山

登
山
口
の
温ぬ

く
み
だ
い
ら

身
平
へ
案
内
し
て
く
れ
ま
し

た
。
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
見
事
な
ブ

ナ
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
灰
色
の

幹
に
は
所
々
に
苔
が
産
し
、
根
元
に
は

の
落
ち
葉
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
名
も
知

ら
ぬ
低
木
や
山
野
草
の
格
好
の
肥
料
に
な

り
、食
物
連
鎖
の
底
辺
を
担
っ
て
い
ま
す
。

針
葉
樹
林
と
は
全
く
異
な
っ
た
生
命
感
溢

れ
る
も
の
で
し
た
。

　

は
灰
色
の
幹
で
、
綺
麗
な
花
が
咲
く

で
も
な
く
、
葉
も
た
だ
茶
色
に
な
る
だ
け

の
木で

く偶
の
坊ぼ

う

が
庭
木
と
し
て
人
気
を
集
め

て
い
る
そ
う
で
す
。
秋
に
葉
は
枯
れ
ま
す

が
、
翌
年
春
、
新
芽
が
吹
く
ま
で
落
葉
せ

ず
に
越
冬
し
ま
す
。
次
の
世
代
の
誕
生
を

見
届
け
て
か
ら
葉
を
落
と
す
の
で
庭
木
と

し
て
植
え
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

是
非
我
が
家
の
庭
に
も
・
・
、
と
思
い

ま
し
た
が
、
庭
が
少
々
狭
い
の
で
植
え
な

い
方
が
ブ
ナ
ん
で
し
ょ
う
。

　
　

広
報
委
員

㈱
福
島
工
作
所　

富
田
建
一
郎

  

「
ブ
ナ
の
木
」

　

私
は
42
年
前
の
春
、
学
校
卒
業
後
家
業

の
家
具
工
場
へ
勤
め
ま
し
た
。そ
の
当
時
、

家
具
の
主
材
は
ブ
ナ
材
で
し
た
。

　

ブ
ナ
は

と
書
き
ま
す
が
、
近
年
作

ら
れ
た
和
製
漢
字
で
、
日
本
で
は
薪

た
き
ぎ

以
外

利
用
価
値
が
無
い
と
言
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。

　

終
戦
直
後
、
木
材
の
需
要
が
急
速
に
伸

び
、
政
府
の
奨
励
も
あ
り
ブ
ナ
材
を
家
具

材
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

木
材
乾
燥
技
術
の
向
上
に
伴
い
ブ
ナ
の

最
大
の
欠
点
で
あ
る
狂
い
易
さ
を
克
服
し

た
の
も
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　

は
他
の
広
葉
樹
と
比
べ
る
と
導
管
や

年
輪
が
薄
い
の
で
木も

く

め目
の
美
し
さ
な
ど
は

有
り
ま
せ
ん
が
、
粘
り
の
有
る
木
な
の
で

曲
げ
木
に
は
最
適
で
、
イ
ス
の
脚
部
な
ど

に
も
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
木
肌
も
寒

冷
地
産
の
も
の
は
白
い
の
で
、
塗
料
で
い

ろ
ん
な
色
に
着
色
し
て
、
年
輪
が
薄
い
と

ぶ
な
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伊達東小学校
　

青
年
部
会
で
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
社
会
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
税
」
に

つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
お
う
と
、
12
月
2
日
（
水
）・
伊
達
市
立
伊
達
東
小
学
校
6

年
生
、
1
月
20
日
（
水
）・
福
島
県
立
福
島
商
業
高
校
3
年
生
、
22
日
（
金
）・
福
島

市
立
矢
野
目
小
学
校
6
年
生
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

我
ら
次
代
の
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー

　

青
年
部
会
租
税
教
室

▲皆んなわかるかな？

▲えっ～と。

▼とっても重たいね！

矢野目小学校 福島商業高校

▲いっぱい種類があるね。

▲あっ わかった。

▲

ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

▲なるほど。
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ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

Ｑ　

個
人
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
納
税
額
の
納
税
方
法
と
し
て
、
口
座

振
替
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

法
人
税
や
消
費
税
の
納
税
に
つ
い
て
も

口
座
振
替
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
手
続
き
を
す
れ
ば

口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
事
前
に
税
務
署

に
届
出
等
を
し
て
お
け
ば
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
を
利

用
し
て
電
子
申
告
等
又
は
納
付
情
報
登
録
を

し
た
後
に
、届
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、

簡
単
な
ク
リ
ッ
ク
操
作
で
即
時
ま
た
は
期
日

を
指
定
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子

納
税
の
新
た
な
納
付
手
段
で
す
。

　

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

条
件
と
な
り
ま
す
が
、
税
務
署
や
金
融
機
関

に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
か
ら
納
税
が
可
能
で
す
（
特
に
、
源
泉
所

得
税
の
毎
月
納
付
手
続
き
な
ど
の
利
用
回
数

の
多
い
手
続
き
に
便
利
で
す
）。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契
約
が
不
要

で
あ
り
、
税
理
士
が
納
税
者
に
代
わ
っ
て
納

付
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
利
用
す
る
際
に
は
、

納
税
用
確
認
番
号
及
び
納
税
用
カ
ナ
氏
名
・

名
称
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届
出
書
の
提
出
（
送
信
）

時
又
は
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用
前
に
必
ず

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
可
能
税
目
は
、
源
泉
所
得
税
、
法
人

税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
申
告
所
得

税
、
酒
税
、
印
紙
税
で
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
の
た
め
の
手
続

き
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

利
用
届
出
書
を
作
成
の
上
、
納
税
地
等
を
所

轄
す
る
税
務
署
へ
持
参
又
は
送
付
し
て
く
だ

さ
い
（
添
付
書
類
は
不
要
で
、
提
出
部
数
は

一
部
で
す
）。

　

利
用
可
能
金
融
機
関
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
（
利
用
が
可

能
な
金
融
機
関
で
あ
っ
て
も
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
を
利
用
で
き
な
い
預
貯
金
の
種
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用
届
出
書
の
提
出
か

ら
利
用
可
能
と
な
る
ま
で
の
お
よ
そ
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
（
お
お
む
ね
一
ヶ
月
程
度
で
す
）
の
で
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
税
務
手
続
き
の
案

内
↓
納
税
証
明
書
及
び
納
税
手
続
関
係
↓
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
の
手
続
↓
利
用
可
能
金
融
機

関
一
覧
で
確
認
願
い
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用
届
出
書
は
、
利
用

可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
を
考
慮
し
て
い
た

だ
き
、
お
早
め
に
提
出
願
い
ま
す
。

　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用
届
出
書
が
提
出
さ

れ
た
後
、
税
務
署
と
金
融
機
関
に
お
い
て
所

定
の
確
認
・
登
録
作
業
が
完
了
し
、
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
法
人
に

は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に

「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
登
録
完
了
通
知
」
が
格

納
さ
れ
ま
す
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
格
納
さ

れ
る
ま
で
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
場
合
は
、
金
融
機
関
等
の

窓
口
で
の
納
付
な
ど
、
そ
の
他
の
納
付
手
段

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用

書
を
提
出
の
税
務
署
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

（
注
意
事
項
）

（
一
）
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
、
金
融
機
関
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
日
以
降
利
用
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
前
に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
へ「
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
登
録
完
了
通
知
」
が
格
納

さ
れ
た
場
合
で
も
、
ご
利
用
は
金
融
機
関
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

（
二
）
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
で
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
し
て
い
る
方
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ

ク
ス
に
情
報
が
格
納
さ
れ
た
段
階
で
、
登
録

し
て
い
る
ア
ド
レ
ス
あ
て
に
「【
お
し
ら
せ
】

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
の
方
へ
」
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
い
ま
す
。

　

預
貯
金
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ
り
納
付

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
、
納

付
の
期
限
内
に
納
付
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
便
利
か
つ

安
心
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

福
島
税
務
署
法
人
課
税
部
門
で
は
、
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
導
入
時
の
出
張
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
操
作
方
法
等
で
お
困
り

の
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
（
電
話
〇
二
四

－

五
三
四

－

三
一
二
一
）

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
し
た
い
…

「
誰
か
の
実
家
の
よ
う
に

　
　
毎
月
贈
与
さ
れ
る
か
ら
だ
と
…
」
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▼ 22・2・17
女性部会２月例会（健康講座）
テーマ「女性のがん検診について」
講師： 木村宣章氏（AFLAC郡山支社長代理）

▼ 22・3・1
女性部会社会貢献活動
（部会員が持ち寄ったタオルを寄贈）
福島市社会福祉協議会・安田常務理事にタオルを手
渡す（右から）鎌田部会長、古川副部会長

▲ 22・3・1
伊達市社会福祉協議会・木谷常務理事にタオルを
手渡す（右 2番目から）鎌田部会長、徳永部会員、
古川副部会長

▲ 22・2・26
平成２１年度役員研修会
テーマ「中小企業の資金調達に役立つ金融検査の
　　　　知識と中小企業円滑化法について」
講師：佐藤朋子氏
　　　（東北財務局 福島財務事務所理財課長）

▲ 22・2・26
平成２１年度第２回理事会
・平成２２年度暫定予算の件
・公益社団法人認定に向けての今後の対応について
・租税教室等税に関わる社会貢献活動について
・伊達市支部選出役員辞任に伴う人事（案）について
・会員増強特別表彰承認の件

▲ 22・3・12
平成２１年度第６回広報委員会
・ふくしま法人会ニュース２・３月号の反省について
・ふくしま法人会ニュース４・５月号の編集方針（案） 　
　について
・ホームページの業者選定について

„
乳
が
ん
触
診
モ
デ
ル
（
模
型
）
に
触

　

れ
る
部
会
員
“
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株式会社 樋口屋商店

樋口 久彌氏
（伊達郡国見町藤田字日渡四１６－２）

（024）585-2026

取締役会長

4
2010

　

４
月
に
な
る
と
企
業
で
は
人
事
異
動
や

組
織
変
更
、
新
社
会
人
に
な
る
方
や
、
学
生

は
進
学
と
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
期
待
と
不
安
を
抱

く
、そ
ん
な
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

経
営
者
の
立
場
か
ら
『
新
入
社
員
に
は

何
を
期
待
し
何
を
求
め
る
の
か
？
』
と
問

わ
れ
た
ら
極
論
は
、『
会
社
の
利
益
に
な

る
こ
と
』
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
入
社
員
が
期
待
通
り
の
結
果
を

も
た
ら
す
ま
で
時
間
は
か
か
り
ま
す
。
個

人
差
と
い
う
言
葉
で
表
現
を
し
て
い
い
か

ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
な
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

間
違
い
な
く
差
が
出
ま
す
。
私
は
昨
日
、

新
入
社
員
に
入
社
後
の
研
修
に
つ
い
て
説

明
を
し
ま
し
た
。
研
修
で
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
研
修
で
学
ん

だ
こ
と
を
、
ど
う
や
っ
た
ら
す
ぐ
に
職
場

で
活
か
せ
る
か
を
考
え
て
研
修
を
受
け
な

さ
い
と
話
し
ま
し
た
。
私
は
、
ま
ず
新
入

社
員
が
会
社
の
中
で
存
在
感
を
出
す
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
輩
・
上

司
に
あ
い
つ
に
や
ら
せ
て
み
よ
う
と
思
わ

せ
る
、
思
っ
て
も
ら
う
に
は
必
要
な
こ
と

だ
か
ら
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
研
修
は
受
身
に
な
り
が
ち

で
す
。
た
だ
、
自
分
が
職
場
で
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
、
し
て
み
た
い
の
か
を
想

像
し
て
研
修
を
受
け
れ
ば
、
研
修
が
よ
り

良
い
場
と
な
る
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（
高
橋
記
）

　

私
に
と
っ
て
こ
ん
な
不
思
議
な
会
社
は

初
め
て
だ
。
創
業
が
江
戸
時
代
と
い
う
の

だ
が
、
多
分
二
百
年
前
後
の
歴
史
が
あ
る

と
思
う
。

　

久
弥
会
長
が
十
一
代
目
で
あ
り
、
子
息

の
卓
弥
氏
が
十
二
代
目
を
継
い
で
い
る
と

い
う
。

　

先
祖
は
造
り
酒
屋
を
や
り
、
そ
の
後
旅

籠
も
や
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
代
に
東
北

行
幸
さ
れ
た
明
治
天
皇
が
昼
食
を
お
召
し

上
が
り
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
も
あ
る
。

東
北
本
線
が
開
通
す
る
と
雑
貨
屋
に
変
わ

り
、
戦
後
の
一
時
期
映
画
館
を
経
営
し
た

こ
と
も
あ
る
。

　

全
然
、訳
の
分
か
ら
な
い
会
社
で
あ
る
。

　

現
在
は
ど
う
か
、
と
い
う
と
国
見
町
藤

田
に
「
ら
い
ふ
ぴ
あ
」
と
い
う
ギ
フ
ト
専

門
店
を
営
業
し
、
同
町
に
「
香
雲
堂
」
と

い
う
総
合
葬
祭
を
開
業
し
、
保
原
町
に
は

「
サ
ラ
ダ
館
保
原
店
」
で
ギ
フ
ト
と
雑
貨

を
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
藤
田
病
院
売

店
に
「
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
院

内
売
店
を
開
い
て
い
る
。

「
な
ん
な
ん
で
す
か
、
こ
の
会
社
は
」

と
驚
き
の
声
を
あ
げ
る
と

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
屋
な
ん
で
す
」

と
、
さ
ら
っ
と
言
っ
て
の
け
る
。

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
と
」

「
絶
え
ず
へ
ン
シ
ー
ン
、
す
る
ん
で
す
」

「
変
身
で
す
か
」

　

時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
次
々
と
違
う

業
種
に
挑
戦
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
一

面
大
変
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
江

戸
時
代
か
ら
倒
産
も
し
な
い
で
継
続
し
て

い
る
と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。

　

会
長
が
三
十
歳
の
頃
、
加
盟
し
て
い
た
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
ア
メ

リ
カ
を
視
察
旅
行
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
広
い
敷
地
に
大
型
ス
ー
パ
ー
が

あ
り
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
コ
ン
ビ

ニ
が
で
き
て
い
る
の
を
視
察
し
び
っ
く
り
し

た
と
い
う
。
日
本
も
近
い
う
ち
に
、
こ
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
予
感
し
た
と

い
う
。
先
祖
の
樋
口
家
の
人
々
、
十
代
目
の

父
弥
太
郎
、
久
弥
、
卓
弥
と
時
代
の
流
れ
に

適
応
し
て
い
く
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
備
わ
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
、
と
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

　

奥
様
は
昔
、
婦
人
服
の
店
を
や
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
し
、
家
族
全
員
が
変
化

に
順
応
で
き
、
経
営
の
基
盤
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
ま
は
、
ど
の
企

業
も
大
変
な
時
期
だ
と
思
う
が
、
会
長
は
も

の
は
考
え
よ
う
だ
と
い
う
。
企
業
に
と
っ
て

大
事
な
の
は
人
と
金
だ
が
、
現
在
は
求
職
者

が
多
く
優
秀
な
人
材
が
す
ぐ
募
集
で
き
る

し
、
金
は
金
利
が
安
く
銀
行
か
ら
思
っ
て
い

る
以
上
に
借
り
入
れ
が
で
き
る
の
で
大
変
あ

り
が
た
い
時
代
だ
と
思
っ
て
い
る
と
語
る
。

　

会
長
は
昭
和
十
六
年
藤
田
生
ま
れ
。
福

島
商
業
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
し
っ
か
り

親
の
跡
を
継
ぎ
様
々
な
事
業
経
営
を
継
続

さ
せ
て
い
る
。
二
、三
年
に
一
度
は
海
外

旅
行
を
し
世
界
の
動
き
を
肌
で
感
じ
未
来

を
見
据
え
て
い
る
と
い
う
。

【
四
月
の
こ
よ
み
】

雪
う
さ
ぎ
「
化
粧
し
た
の
誰
だ
！
」




